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アクティブ・ラーニングの導入とその実践的課題
   『香りっぷくりーむ』 の研究開発を例に   
木　下　達　文
1．は じ め に
　近年、大学教育における「アクティブ・ラーニング」および「PBL」の導入が盛んに行われ
るようになってきている。その背景には、これまで日本国内で主要に展開されてきた受動的な
教育だけでは育成することができない学生の主体性や能動性を発達させるためのプログラムと
して期待されるようになってきていることが考えられる。
　現代ビジネス学部都市環境デザイン学科の木下ゼミ（専門演習）では、国の進めるアクティ
ブ・ラーニングの方向と関係しつつも、かなり以前から主に学生のキャリア研修の一環として
能動的な教育実践（筆者の造語で「ハンズ・オン・ラーニング（能動的学習の意：事項にて解説）」と称
している）の可能性について試行錯誤を繰り返し、一つの方法をほぼ確立するに至ってきている。
当ゼミでは論文制作だけでなく、能動的教育を実践する共同研究を行っている。その学びの過
程において、知識習得はもちろんのこと実践プロセスを経験することで、小さなビジネスモデ
ルを体験的に構築・学習することを目的としている。
　本稿では、まず2010年度より着手した当ゼミにおけるアクティブ・ラーニング導入の経緯と、
そのプログラム開発の手法と展開を整理する。次に、主に2012～2013年度に実施した「香りっ
ぷくりーむ」の商品企画・開発とそのプロモーションを具体的展開例として取り上げ、プログ
ラムの取組内容についての概観を行った後、学生の学びのあり方、意識の変化について検証を
行うと同時に、成果物の評価については学内アンケート調査の集計を行うことで、まとめてい
くこととする。最後に、アクティブ・ラーニングの学生への高い効果に対して、そのプログラ
ム設計や実施における煩雑性や作業量の多さなどが課題となるが、そのプロセスと対策等につ
いてまとめることとする。本稿が今後の大学教育の一助となることを願う次第である。
2．ハンズ・オン・ラーニングによる『香りっぷくりーむ』の研究開発について
（1）　「アクティブ・ラーニング」と「ハンズ・オン・ラーニング」―言葉の定義および、
　 その目的・意義―
　まずはじめに、言葉の整理をしておきたい。近年よく耳にするようになってきた「アクティ
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ブ・ラーニング」とは、一般的には「能動的学習」という言葉で言い表されている場合が多い。
こうした教育活動が誕生してきた背景には、知識偏重型プログラムの問題点があり、社会に出
ても知識を有効に使えないケースが見られ、知識をきちんと応用できる人材が求められる時代
となったこと、および社会からの要請の中で「基礎学力」と同時に、協調性や実践力、創造性
を身につける教育」がより求められるようになり、学生にとってより「学ぶ喜びを感じられる
授業」のあり方が検討されるようになったことなどが挙げられる。
　そもそも、アクティブ・ラーニングとはどのような意味があるのであろうか。その定義とし
て、文部科学省では次のように定めている（1）。
【アクティブ・ラーニング】
　教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入
れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修することによって、認知的、倫理的、社会的
能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、体験学
習、調査学習等が含まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グルー
プ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。
　アクティブ・ラーニングに限らず、合わせて「PBL（Project-based Learning）：課題解決型学
習」といった用語も頻繁に使われるようになっており、その微妙な違いが曖昧なまま教育政策
が進んでいるようにも見える。ただ、大まかな形態としては、「学生参加型授業」と「共同学
習型授業」の 2 系統のものがあり、学生参加型授業としては、授業コメントや授業フィード
バック、小テスト、ミニレポート等を行う仕組みのものであり、共同学習型授業としては、グ
ループワーク、フィールドワーク＜課題発見、探求＞を伴う仕組みの授業と理解できよう。こ
うした学習を通じて総合的な学士力の向上を目指す目的がある。
　一方、筆者は2001年より民間企業から大学教員になったわけであるが、当時からとくに課題
に感じていたのは学生の仕事適応力であった。大学を卒業し、社会人として仕事をこなしてい
く上で必要な能力というのが求められ、筆者はそれらを独自に大きく下記の10分類をしている。
　　①知識力（教養・専門知識・時事知識・技能・特技）
　　②理解力（読解力・聞く力・記録力）
　　③表現力 1（言語表現・文章力）
　　④表現力 2（話す力・発表力・質問力）
　　⑤考える力（思考力・創造力）
　　⑥計画力（事前にきちんと準備ができる力）
　　⑦行動力（計画通りに動ける力・体力）
　　⑧問題解決能力（原因探求力・突破力）
　　⑨コミュニケーション能力（組織力・交渉力）
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　　⑩責任感（全責任を担う力・精神力）
　大学教育ではこの中でも、とくに①～⑤までの部分を賄うことができるが、⑥から⑩につい
ての十分なトレーニングができないことに気がついた。また、⑤の考える力についても、論文
などで思考力は身につけても、創造力・企画力を発揮するプログラムに欠けている点にも課題
に感じていた。そこで、ゼミだけでなくいくつかの授業においても、これらの能力を補完する
ための教育プログラムを開発していった。それが「ハンズ・オン・ラーニング」である。「ハ
ンズ・オン（hands on）」とは日本語で「やってみる」とか「実践する」という意味があり、し
たがってまさにこのハンズ・オン・ラーニングは「アクティブ・ラーニング」の一形態である
といえる。個人的には、アクティブ・ラーニングより、むしろプロジェクト・ラーニングもし
くはプロジェクト型授業と言った方が分かり易いのではとも考えている。
（2）　プロジェクトの経過とリップクリーム研究開発のプロセス
　以下には、2012年度～2013年度のゼミ（専門演習）において研究実践を行ったリップクリーム
の研究開発の経過概要をまとめておくこととする。
① 2012年度のプロジェクト概要
　本プロジェクトは、 3 回生対象の専門演習授業を通じて、「フレグランスのプロデュース」
を核とした第 6 次産業育成手法を応用した形でのプロジェクト型の教育実践プログラムを実施
した（2）。学生自らが現代産業や多様な都市（地域）を見つめながら社会課題・地域課題の基礎研
究を行うとともに、自らが志向する事業企画のプランニング段階から実施し、最終的には 1 つ
の完成した成果をプロデュースするまでの研究実践型教育（共同研究）を目指している。対象地
域としては、主に京都を中心とした近畿圏における地域の組織や個人との連携を図り、これま
で民間事業者等ではなかなか難しいテーマ・課題に対して積極的に取り組んでいきながら、学
生の成長を促す。また、これまでの研究的・教育的・事業的ノウハウとネットワークを最大限
進化させていくことを目標としている。
・基礎研究の実施
　サブゼミナールにおいては、実践的研究を行うベースとしての基礎研究をまず最初に行うこ
ととしている。学生主体でプロジェクトを実施すると、ともすると基礎なき応用に走りがちと
なる。そこで、今後のプロジェクト展開で必要な基礎知識の習得を最初に行った。テーマとし
ては「フレグランス＝香り」であるが、その後の商品開発マネジメントに関わるテーマについ
ても取り扱うこととし、責任分担を行うとともに、きちんとした文献をまとめるという基礎作
業を行うと同時に調べた内容を前期中に報告し、知識の共有化を行った。また、それぞれがレ
ポートして内容を後期にまとめ、それらを集約することで『フレグランスプロジェクト基礎研
究報告書』の編集を行った。個別テーマとしては以下の項目がある。「香水の歴史」「フレグラ
ンスと法律」「パルファン」「日本の香り」「香道」「調香師」「橘の実」「橘とその歴史」「京野
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菜」「キャッチコピー」「WEB 広告」「パッケージデザイン」「商品容器」「大学でのコスメ販
売」「イベント広報」（3）。
・アンケート調査の計画と実施
　商品開発を行うにあたって、利用ターゲットとなる学生に対して、フレグランス利用の実態
調査を行った。基礎研究においても文献から利用実態なども研究をしていたが、そのデータは
少なく、また年齢を限定した調査報告がなかった。そこで、独自にアンケート項目を作成する
ところから企画し、アンケートマニュアルを作成して学内にて調査を行った。具体的には、
2012年10月24日（水）から10月26日（金）まで、昼休み（12時20分～12時50分）に学内の中央広場にて、
ミーティングの後アンケート調査を行った。ゼミ生 1 人が10人の生徒にアンケートをとること
を目標とした。調査の結果から大きな傾向としては、いわゆる香水を使用している割合は低く、
ハンドクリームやリップクリームなど香りの入った商品を使う割合が高く、価格も1000円以下
の商品が多いという実態が浮き彫りになり、この結果を今後の商品企画へ生かすこととした。
・商品企画会議の実施
　基礎研究およびアンケート調査結果を受けて、プロジェクトで制作を行う商品企画会議を後
期から行った。フレグランス商品といってもその幅が広く、最初は固定概念に縛られないよう、
ゼロベースからブレーンストーミングを行い、各自企画作成とプレゼンテーションを実施しな
がら、方向性を絞り込んでいった。その結果、大きく「練り香水」「ハンドクリーム」「リップ
クリーム」の 3 種のフレグランスが候補として残り、最終的に2013年 1 月の時点で「リップク
リーム」を第 1 候補として商品開発する方向で決定した。
・連携企業・制作企業調査と決定
　商品開発を行うに際して、制作できる企業を当たる必要があったため、まずは連携（コラボ
レーション）できる企業から調整をしていった。会社は学生が選出を行い、調整は教員が行った。
大手化粧品メーカ等にも数多く連絡を行い、アプローチを試みた。しかしながら、フレグラン
スに関してはコラボレーションできる企業がなく、OEM 制作を行う方向性をとることとなっ
た。いくつかの企業の中から学生の企画にある京都の企業に制作を依頼する予定までを年度内
に決定をした。
・2012年度の具体的成果
　この研究実践の課程の中で、協働して一つのテーマを研究することで、専門知識の習得を個
人だけでなく情報共有をすることができた。また、アンケートシートや商品企画をゼロベース
から考えることで、「考える力」を習得することが可能となり、そうした活動を通じて、協調
性やコミュニケーション能力を高めることに繋がった。そして、会社という具体的な現場と繋
がることで、社会性を身につける契機となり、一つの商品ができるまでのビジネスプログラム
を体感的に学ぶこととなった。
② 2013年度のプロジェクト概要
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　2012年度は、 3 回生対象の専門演習授業（サブゼミナール）を通じて、引き続き「フレグラン
スのプロデュース」を核として第 6 次産業育成手法を応用した形でのプロジェクト型の教育実
践プログラムを立ち上げることとなった。そして、2013年度は、引き続き 4 回生にあがった学
生が、それを具体的に展開しながら、学生自らが現代産業や多様な都市（地域）を見つめながら
社会課題・地域課題の基礎研究を行うとともに、自らが志向する事業企画のプランニング段階
から実施し、最終的には 1 つの完成した成果をプロデュースするまでの研究実践型教育を目指
した。対象地域としては、主に京都を中心とした近畿圏における地域の組織や個人との連携を
図り、これまで民間事業者等ではなかなか難しいテーマ・課題に対して積極的に取り組んでい
きながら、学生の成長を促す。また、これまでの研究的・教育的・事業的ノウハウとネット
ワークを最大限進化させていくことを目標としている。
・商品企画開発の研究実践
　今回の研究製作に当たっては、「フレグランス」が重要なキーワードであっため、地域資源
素材としての「橘」だけでなく、「香り」の文化をビジネス的に展開するということが重要と
なった。そして、モチーフを多くのアンケート調査ならびに議論の結果、「リップクリーム」
にするという決定を行った。いわゆる香水からルームフレグランスなど、多くのサンプルを集
めながら検討し、最終的に「大学生がよく使うもの」として残った候補が「ハンドクリーム」
と「リップクリーム」であった。さらに利用状況なども踏まえ、より多くの学生にとって身近
ものとして「リップクリーム」を作ることとなり、大学構内に自生する橘の実を使いながら、
京都の化粧品製作会社の協力により、実践的な研究開発を行っていった。香りについても多く
の議論がなされたが、大学の名前に由来する「右近の橘」「左近の桜」から 2 種類を製作する
こととなった。製作に際しては、段階ごとにモニタリング調査等を行うとともに、試作を繰り
返して完成させ、製作の企画プロセスから、修正過程の調整、デザイン設計など、多様な学び
があった。中でも、化粧品というアウトプットに対しては、「薬事法」という大きな枠組みが
あり、初めての経験で思いもよらぬ規制も多く、また㈱カネボウ化粧品が販売していた美白化
粧品の使用者に、肌がまだらに白くなる白斑の被害が相次いだ、いわゆる「カネボウの美白事
件」の影響もあり、試作品の品質検査期間が度々変更となるなど、計画通りに進まないという
戸惑い等もあったが、それも「課題解決」のための訓練としてはタイムリーなものであった。
・モニタリング調査の実施
　商品開発を行うにあたって、昨年度は利用ターゲットとなる学生に対して、フレグランス利
用の実態調査を行ったが、本年度は商品製作に当たって、「香り」「付け心地」「色味」「デザイ
ン」など、学生の嗜好を把握し、よりターゲットが求める商品に近づけるためのモニタリング
調査を制作段階毎に実施した。昨年度からの累計で、1000人以上の学生の声を商品に反映する
ことができている。
・2013年度の具体的成果
　この研究実践の課程の中で、協働して一つのテーマを研究することで、専門知識の習得を個
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人だけでなく情報共有することができた。また、商品をゼロベースから考えることで、「考え
る力」を習得することが可能となり、そうした活動を通じて、協調性やコミュニケーション能
力を高めることに繋がった。そして、会社という具体的な現場と繋がることで、社会性を身に
つける契機となり、一つの商品ができるまでのビジネスプログラムを体感的に学ぶこととなっ
ただけでなく、製造過程における様々な問題を一つ一つクリアーしていくという、「課題解
決」能力が高まったと考えられる。
（3）　研究開発コンセプトおよび成果物の概要とその特色
・企画名称：「香り立つ京都橘大学フレグランス研究開発プロジェクト」
・企画の主旨・目的・目標
　京都橘大学現代ビジネス学部都市環境デザイン学科の木下ゼミでは、座学と実践学とをバラ
ンス良く学習を行うこととしている。とくに実践学の方では、サブゼミナールという形で、学
生が自らテーマを決め実施する方法をとっている。今年度の共同研究テーマは、いくつかの事
業企画の中から大学生協に置くことのできる商品開発（主にフラグレンス）とそのプロモーション
を学ぶということに決定をした。ゼミ生の意識としては、大学で勉強することはもちろんのこ
とであるが、大学内ではもちろん、私生活もふくめた環境の中では、人と人との出会いがあり、
コミュニケーションがある。そこには、様々な人間関係が存在し、大学時代というのはとくに
新しい人間関係を構築していくことの多い世代であるともいえる。そうした新しい出会いから
知人となり、そこから友人へとなり、中には恋愛に発展することもあるであろう。人間は誰し
も好意を持った相手に「好かれたい」という思いがあり、いい印象を残すためにも「香り」と
いうアイテムは現代の若者にとっては、非常に大きなテーマになってきている。また、香りと
いうのは、単に対人的な効果のみならず自分自信の感性に働きかけるツールとしても注目する
ことができる。たとえば、生活の中でさまざまな問題に遭遇したおり、少し気分を変えてみた
りリフレッシュする、あるいは平常時においても気合いを入れ直したりリラックスしたりなど、
その用途は広い。このように、こうした「香りの文化」が広がってきてはいるものの、大学生
がどのようにフレグランスを使用しているのかという実態把握はあまりされておらず、まずは
そうした実態から調査を行うと同時に、文献研究をメースとしたフレグランスの基礎知識を深
めながら、最終的にはオリジナルな商品開発とそのプロモーションまでを目指す。また、研究
した成果を報告書か冊子などに展開する。開発にあたっては、関係する専門企業とのコラボ
レーションを視野に入れ、本格的な商品に結びつけることを目標とする。
・本共同研究の基本コンセプト・活動の柱
　新しいコンセプトによるフレグランスの研究開発を行う
　研究開発と通じて香りの文化を学ぶ（資源研究＜原料・商品＞、社会学的研究＜利用＞）
　調べたことを土台に研究成果をまとめる（報告書・広報冊子等）
　商品のプロモーションを行う
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　事業活動を通じて、組織マネジメント（リーダーシップ、責任と協調など）を学ぶ
　取材・交渉を通じて、企業理解を行うとともに、行動力と交渉力等を身につける
・組織構成
　調査班：アンケート調査などをもとに市場分析を行う
　開発班：商品分析や利用者分析などをもとに商品開発の企画・制作を行う
　渉外班：企業交渉ならびに、学内調整などを行う
　デザイン班：商品パッケージや広報物のデザインを担当する
　広報班：制作物に関する総合的なポロモーションを行う
・プロジェクトの成果物について
　このプログラムにおいて完成した研究開発成果物は以下の通りである。
　開発商品名：「香りっぷ」
　登録名称：「香りっぷくりーむ　橘」
　　　　　  「香りっぷくりーむ　桜」
　開発商品内容：
　　　・ 販売は京都橘学園生活協同組合 
（京都市山科区大宅山田町34）
　　　・製造は三興物産株式会社（京都市）
　　　・ 対象は20代の若者。 
男女ともに使えるユニセックス商品
　コンセプト：
　　①入門的フレグランス
　香りに関心があっても、大学生として香水をつけているという人はアンケート結果から
それほど多くないことがわかった。そこでいきなり香水をつけるというのではなく、まず
普段使っているリップクリーム程度から香りを意識していくという「入門的フレグラン
ス」という商品コンセプトを設定した。
　　②「右近の橘」「左近の桜」
　橘は 「永遠」 の象徴であり、桜は 「美」 の象徴である。つまり 「永遠」 と 「美」 を合わ
せ持つ商品としての位置づけをしている。 2 つが一つなので、大切なひとへ感謝を込めて
プレゼントしてほしいという学生の願いも込められている。
　　③オンとオフ
　 2 種類のリップクリームを製作するに当たって、利用コンセプトは「オン」と「オフ」
という設定をしている。「橘」の香りはすっきりしていて、朝起きた時や、授業やテスト、
あるいは就活の時など、少し集中するときに使ってもらうことを想定している。一方、
「桜」の香りは甘い香りがするので、リラックスしたい時や、友達と遊んだり、デートを
するの時などに使ってもらうことを想定している。
図 1 　完成商品（左が「橘」、右が「桜」）
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　　④1000人以上の声を反映
　製作に当たっては、学内でアンケート調査などを繰り返し、1000人以上の学生の声を反
映して作られている。授業においてはマーケティングの実践であり、多様な方法で意見聴
取を行った。
　香りについて：
　「橘」については、京都橘大学の正門横に植えられている橘の実を採取し、その実の香り
を再現している。「桜」については、特定の香りということではなく、学生が桜をイメージ
して再現した香りとなっている。
　デザインについて：
　デザインは、パッケージとラベルの 2 種類がある。原案は学生が数種類のスケッチを用意
し、アンケート結果によって選ばれたデザインモチーフをもとに、デザイン会社に仕上げの
みデザインを依頼して完成させている。デザインのコンセプトは「オーガニック」としてい
て、全体としてはエコロジー的なイメージと、和的なイメージが融合したような仕上がりと
なっている。また、男性にも使ってもらえるよう、通常のリップのように女性的になりすぎ
ないよう、色合いには特に配慮している。
　配合エキスについて：
　配合エキスについても、多くの議論の結果として以下のような特徴をもたせている。両
リップクリームともに配合されているエキスには「ヒアルロン酸」がある。このエキスは肌
の張りや潤いを保つ効果がある。また、橘には「レモン果汁エキス」が配合されている。こ
のエキスは、皮脂分泌を調整するとともに、すっきりと肌をひきしめる効果がある。一方、
桜には「ホホバ種子油」が配合されている。このエキスは肌になじみやすく、乾燥した皮膚
を和らげると同時に油分を補い、余分な汚れを取り除く効果がある。
　　（橘）　ヒアルロン酸 Na、レモン果実エキス
　　（桜）　ヒアルロン酸 Na、ホホバ種子油
　英文名称について：
　英文は「Kaorip cream」としている。本来リップを示す英語は「Lip」であるが、デザイ
ン上の収まりの関係であえて「香り」のローマ字である「Kaori」＋「p」という構成にして
いる。
　その他：
　　①イベントの開催：リップを広報するためのイベントを企画・実施した。
　　　2014年 1 月15日に完成発表会を実施した。
　　② プロモーション映像の制作：リップを広報するための映像を制作、youtube にアップし
た（4）。
　　③ HP 等の制作：リップを広報するための HP 等を制作した（5）。
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3．プロジェクトおよび成果物の評価
（1）　外 部 評 価
　リップクリームの学生配布と同時に、成果物の外部（利用者）評価を目的として、木下達文研
究室が中心となってアンケートによる調査を実施した。アンケート内容は、「性別」「年齢層」
「認知度」「成果物の印象」を聞く比較的簡素な内容にし、その他自由記述欄を付した。以下
に、その調査方法とその結果を示したい。
＜一般評価　―利用者による成果評価―＞
・調査方法
　アンケートは、成果物の完成後、2014年 4 月 1 日から 5 月31日にかけて行った。対象者は、
上記の期間、京都橘大学現代ビジネス学部都市環境デザイン学科に在学する学生全てに対して
調査を実施した。アンケートは A5 版の単票シートを使用した。各ゼミ毎に渡す成果物ととも
に配布をした。回収は木下達文研究室前に回収ボックスを置き、そこに投函する方法をとった。
・調査結果
［回収率］
　アンケートの配布は1199行い、回収件数が303であった。アンケート総数に対する有効回答
件数の割合は25.2％である。ゼミ毎に配布は行ったが、回収を強制しなかったためさほど高い
回収率ではないが、回収数が300以上を集めることができた。
［男女比］
　男性が152、女性が151であり、男女比の比率としては、ほぼ同数となった。
［年齢構成］
　年齢構成については、20歳未満が122、20歳以上30歳未満が181であった。
［認知度］
　成果物について認知については、「知っていた」が129、「知らなかった」が174であり、認知
度の上では、知らない層の方が多い結果となり、広報効果が全体の半分に満たなかった可能性
を示唆している。また、「知っていた」の内訳として、「生協の購買で知った」が44、「友人・
知人から聞いて知った」が24、「先生から聞いて知った」が19、「以前のアンケート協力で知っ
た」が11、「学内チラシで知った」が 9 、その他「HP」「facebook」ツイッタ」はそれぞれ 1
であった。このことから、マス広告の効果が非常に低く、店頭や口コミでの広報効果が高いこ
とが伺えた。また、このプロジェクトは京都新聞にも取り上げられた（6）。
［印象評価・自由記述］
　成果物としてのリップクリームを見たり使ったりした印象に関しては、「良い」「まあ良い」
「あまり良くない」「悪い」という 4 段階の評価設定を行った。
　その結果、「良い」と回答した人が98で全体の約32％であり、「まあ良い」と回答した人は
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184で全体の約60％となり、「良い」と「まあ良い」を合わせたプラス評価は全体の約92％を占
めるに至っている。一方、「あまり良くない」と回答した人が19で、「悪い」と回答した人は 1
であった。このマイナス評価をした20の内、19が男性であり、女性は 1 である。つまり、男女
比でみると男性の方がマイナス評価が高いことが分かり、これはリップクリームという比較的
女性向けの商品であることが関係していると考えられる。しかし、全体として 9 割を越すプラ
ス評価となっており、成果物が高く評価されていることを伺い知ることができた。ゼミ生とし
ては活動を完結させることのみならず、高い成果を出すことにも成功をしていたことが理解で
きる。
　次に、評価理由および自由記述に関して、その概要について以下に示しておく。
　まず、全体的なプラス評価としては、「香りが良い」が108で全体の約35.6％となり、次いで
「パッケージデザインが良い」が37となった。香りの面では、具体的に「橘の香りが良い」と
回答したのが23に対して、「桜の香りが良い」は 1 であった。検討段階でも柑橘系の香りは万
人受けをするため、桜の香りに苦労した点がアンケートでも浮き彫りになった。また、「付け
心地よい」が18であった。その他、「京都らしい」と「買いたい」が 2 で、「色が良い」「使う
のがもったいない」「他にないプレミア感がある」「完成度が高い」「橘らしい」「他のシリーズ
もつくって欲しい」との回答がそれぞれ 1 あった。とくにコンセプトやクオリティについての
印象があったことが伺える。色に関しては、制作段階で最も苦労した点であり、試作段階から
大きく変化したものであるが、全体で 1 つの意見であることから、さほど気にならない程度に
仕上がっていたということが理解できる。
　一方、マイナス評価としては、「桜の香りが良くない」が 8 で最も多く、やはり桜という香
り設定の難しさがこちらでも伺えた。桜は多くのサンプルの中からゼミ生が最も良いと感じた
ものを設定しているため、制作者としての満足度と利用者の意識差が少し見られたのであろう
か。また、香りに関しては、「香りが足りない」が 3 である一方、「香りがきつい」「臭いが苦
手」がそれぞれ 1 あった。香りについては、ゼミ生の中でもフレグランス商品であるため、あ
る程度の強さが必要と感じていたが、強くすると肌への影響が出てくるため、そのギリギリの
ラインで設定した。したがってある程度弱く感じられることは想定内であった。また、付け心
地について「脂っぽい」が 3 あり、塗った感覚には個人差が出ていることがわかる。パッケー
ジ等に関しては、「箱が開けづらい」が 5 あり、「キャップが外しづらい」が 3 で、「シールが
弱い」が 2 あった。これらは、箱やキャップは既成のものを使っているために変更がきかず、
最初からマイナス面であることは理解していたことである。シールについては完成してから気
がついたことであり、巻き付け機械の問題であると考えられる。
　その他、男性の回答の中に、「リップクリームを使ったことがない」が 2 あり、「男性は使い
づらいかも」が 1 あった。今回の成果物は主体的には女性物と考えられるが、男性にも使って
もらいたいと願ってあえてユニセックス商品として制作をしている。したがって、こうした回
答があってもおかしくはないが、想像以上に少なかったことは男子学生にもある程度受け容れ
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られていると理解できよう。また、価格として「高い」が 2 、「商品としての特徴がない」が
1 あった。価格についてはメンソレータムなど100円程度の商品と比較してしまうからであっ
て、それを補うための付加価値を出せるよう学生には課題を出していた。また「プロジェクト
の成果物」の項で商品コンセプトの位置づけを明確にはしているが、それでも単体商品として
アンケートと一緒に配布しているため、特徴が見いだせなかったという意見は制作をする上で
の難しさを感じるところであった。
4．お わ り に
　こうした実践的なプログラムにおいて学生が主体となり研究実践をしていくことで、単に知
識のみの習得にとどまらず、プロジェクト展開の中で使える知恵にしていくことが大切と考え
る。また、学生であってもよりクオリティーの高い成果を生み出しうる教育・学習システムを
構築していくこともこだわっている。これまでにも試行してきた「ハンズ・オン・ラーニング
手法（研究実践型授業）」をさらに進化させ、最終的には地域資源再評価・地域再生・地域課題
解決に結びつける成果を創出していければと考える。その中で、教員として気をつけているこ
とを少しまとめておきたい。
　まず、自分の専門性を押しつけないということである。企画段階では学生の思いを引き出す
ことに徹するようにしている。ともすると教員がやりやすいテーマにもっていきがちであうが、
白紙の状態から考えさせ学生を主役にさせ、授業を一緒に作るが教員の役目とし、教員は黒子
に徹するようにしている。したがって、最終判断も学生にさせている。ただ、放っておくと安
易な活動に走りがちになるので、知識学習の時間はかなり確保し、目的のために何を学ぶ必要
があるのかということから自分たちで考えさせるようにしている。教員としては、状況に応じ
て問題解決の対策を先回りして常に考えておくここと、学生の能力を超える活動については担
当するようにする。とくに初期段階における協力会社等との外部交渉についてなどである。た
だ、交渉の段階もなるべく学生にさせるように誘導している。こうしたことを行いつつ、学習
者同士の連携も図ることで、専門知識力、現場力、課題解決力、企画力、実践力、コミュニ
ケーション能力のさらなる養成を引き続き行っていきたい（7）。
　最後になったが、今回のプログラムを行うに際して、関係協力頂いた組織の方々、教職員の
方々、学生の方々にこの場をお借りして感謝申し上げる次第である。
注
（ 1 ）　中央教育審議会『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に
考える力を育成する大学へ～（答申）』（平成24年 8 月28日）内の「用語集」より。
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_3.
pdf（2014年 8 月16日取得）
（ 2 ）　第 6 次産業とは、農業経済学者の今村奈良臣が提唱した造語であり、第 1 次産業が第 2 次産業や第
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3 次産業と連携して業務展開を行う経営形態のことをいう。今日では、これを応用した形で農林水産省
や経済産業省では「農商工連携政策」を展開している。
（ 3 ）　この時の研究内容については、下記の報告書にまとめている。
　京都橘大学木下達文研究室（編集・発行）『フレグランス・プロジェクト基礎研究報告書』2013年 2 月20
日
（ 4 ）　プロモーション映像の制作：リップを広報するための短編静止画映像11編と完成発表会の様子を編
集した映像を下記のアドレスにアップしている。
　http://www.youtube.com/watch?v=KSDnQBomu6E
（ 5 ）　成果物広報のため、オリジナル HP の作成と facebook への反映を行っている。
　http://kaorip.wix.com/kaorip/（※この HP は2014年 4 月の販売終了時に閉鎖）
　https://www.facebook.com/tachibana.fragrance/
（ 6 ）　本事業については、2014年 2 月 1 日付の京都新聞・夕刊に、「「香り」テーマにリップクリームを商
品化　京都橘大の学生ら」として掲載されている。
（ 7 ）　最終のプロジェクトの成果内容については、下記の報告書にまとめている。
　京都橘大学木下達文研究室（編集・発行）『香り立つ・京都橘大学フレグランス研究開発プロジェクト　
最終報告書』2014年 2 月10日
参考資料
○学生が制作したプロモーション映像のエンドロール情報（プロジェクト組織・関係者）
・プロジェクト主体　京都橘大学現代ビジネス学部都市環境デザイン学科
　　　　　　　　　　木下達文ゼミ2013年度 4 回生
・販売元　京都橘学園生活協同組合
・製造元　三興物産株式会社
・ラベル・パッケージ制作協力
　新日本プロセス株式会社
・映像制作協力
　株式会社元気な事務所
・フラッシュモブ制作協力
　演奏：小森美咲
　歌：京都橘大学アカペラ同好会
　　　　廖　佳瑩／北村茉由／福井智琴
・全体協力
　京都橘大学教職員のみなさま／大学生協職員のみなさま／学生エキストラのみなさま
・プロジェクトメンバー
　桝田祥太（プロジェクトリーダー）／吉谷美帆子（プロジェクトサブリーダー）
　 青山佳織／池内仁美／井上美乃理／植村　渉／永瀧夏来／大辻詩歩／小森大輝／斎藤美奈子／
　中川一貴／濱野大介／堀　拓磨／間処圭介／森　早紀／安居由貴／山本夕貴
○教員および学生が個別制作した商品 CM の担当者とそのタイトル一覧（計11作品）
・木下達文『橘桜物語』
・永瀧夏来『あなたに寄りそう 2 つの香り』
・池内仁美『サークル　～新たな仲間への気持ちをリップに込めて～』
・安居由貴『頑張る友達へ　～どこへ行ってもリップで繋がる友情～』
・森　早紀『あの子のキレイの源は？　～私＋香りっぷで毎日をハッピーに～』
・山本夕貴『キャンパスライフ　～京都橘大学での思い出～』
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・濱野大介『就活　～疲れたあなたに香りっぷ～』
・青山佳織『舞い戻る恋　～二人を繋いだのはあの香りだった～』
・大辻詩歩『アルバイト　～香りで愛され店員に～』
・井上美乃理『卒業　～リップで伝える感謝の気持ち～』
・桝田祥太『あなたに届けたい』
